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Ⅰ　

は
じ
め
に

平
成
29
年
第
1
回
七
飯
町
議
会
定
例
会
の
開

会
に
当
た
り
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に
臨
む
基

本
姿
勢
と
施
策
の
一
端
を
申
し
述
べ
、
町
議
会

の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
度
は
、
町
長
に
就
任
し
て
3
期
目
の
最

終
年
度
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
3
期
目
は
、
未
だ
に
記
憶
に
深
く
残
る

平
成
23
年
3
月
11
日
発
生
の
東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
、
大
き
く
問
わ
れ
た
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
老
朽
化
が
目
立
ち

耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い
大
型
公
共
建
築
物
の

改
築
な
ど
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
手
掛
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。

厳
し
い
経
済
情
勢
、
財
政
状
況
の
下
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
町
政
の
発
展
と
町
民
の
福
祉
向

上
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
み
、「
住
み
た
い

ま
ち
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち
〝
七
飯
町
〞」
の

実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
町
議
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
民

の
皆
様
に
い
た
だ
い
た
ご
指
導
ご
支
援
に
、
改

め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
3
月
26
日
、
念
願
の
北
海
道
新

幹
線
が
開
業
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
開

業
に
向
け
て
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
団
体

の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
敬

意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

開
業
後
は
、
予
想
を
上
回
る
乗
車
率
で
推
移

し
、
交
流
人
口
の
増
加
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
地
元
経
済
界
、
議
会
、
町
民
の
皆
様
と
連

携
し
、
着
工
中
の
「
道
の
駅
」
と
と
も
に
七
飯

町
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
、
交
流
人
口
や

移
住
定
住
人
口
の
更
な
る
増
加
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
総
務
省
が
発
表
し
た
昨
年
1
月
か

ら
12
月
ま
で
の
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口

移
動
報
告
で
は
、
道
南
の
市
町
が
転
出
超
過
の

傾
向
に
あ
る
と
こ
ろ
、
本
町
で
は
１
３
８
人
の

転
入
超
過
と
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
企
業
誘

致
に
よ
る
雇
用
創
出
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
政

策
が
実
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
活
性
化

の
相
乗
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
で
は
、
8
月
末
の
連
続
し
て
北

海
道
に
上
陸
し
た
台
風
の
う
ち
、
台
風
10
号
の

影
響
に
よ
り
道
路
や
河
川
、
農
作
物
な
ど
に
大

き
な
被
害
を
受
け
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
野
菜

類
が
全
国
的
な
品
薄
な
ど
に
よ
り
価
格
が
高
値

で
推
移
し
、
生
産
額
は
昨
年
を
上
回
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。　

一
方
、
国
外
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
イ
ギ
リ

ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
宣
言
や
ア
メ
リ
カ
新
大
統
領
に

ト
ラ
ン
プ
氏
が
就
任
す
る
な
ど
、
未
だ
に
完
全

な
デ
フ
レ
脱
却
が
見
ら
れ
な
い
日
本
経
済
へ
の

影
響
が
多
岐
に
わ
た
り
懸
念
さ
れ
て
い
る
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
及
び
北
海
道
の
支
援
策

な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
町
政
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
行
政
の
最
も
基
本
的
な
責
務
は
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
あ
り
、

幅
広
い
年
代
の
方
が
住
み
や
す
い
と
感
じ
る

「
住
み
た
い
ま
ち
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち
〝
七

飯
町
〞」
の
実
現
に
誠
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
併
せ
て
本
町
に
は
豊
か
な
自
然
環
境
や
観

光
、
農
産
物
な
ど
多
く
の
資
源
が
あ
り
、
さ
ら

に
活
か
す
こ
と
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
本
年
度
は
、
町
制
施
行
60
年
、
ア
メ
リ

カ
コ
ン
コ
ー
ド
町
と
の
姉
妹
都
市
提
携
20
年
及

び
ガ
ル
ト
ネ
ル
か
ら
始
ま
る
西
洋
式
農
業
発
祥

１
５
０
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
の

で
、
記
念
行
事
な
ど
を
通
し
て
、
町
民
の
皆
様

と
と
も
に
お
祝
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

先
人
の
方
々
が
築
き
上
げ
ら
れ
た
〝
夢
と
希

望
と
可
能
性
〞
に
溢
れ
た
七
飯
町
の
更
な
る
発

展
に
努
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
明
る

い
未
来
を
築
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
町
議
会
の
皆
様
及
び
町
民
の
皆
様
に
は
、

今
ま
で
以
上
の
お
力
添
え
を
賜
り
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅱ　

町
政
に
臨
む
基
本
方
針

〝
夢
と
希
望
と
可
能
性
〞
に
溢
れ
た
「
住
み

た
い
ま
ち
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち
〝
七
飯
町
〞」

の
主
役
は
、
町
民
の
皆
様
で
す
。

国
内
で
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
社
会

の
到
来
に
加
え
、
未
だ
に
完
全
な
デ
フ
レ
脱
却

が
見
え
な
い
経
済
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
低
炭

素
循
環
型
社
会
の
構
築
、
東
日
本
大
震
災
を
契

機
と
し
た
自
然
災
害
に
対
す
る
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
国
で
は
一
昨
年

「
地
方
創
生
」
を
掲
げ
地
域
の
活
性
化
を
図
る

と
し
て
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略
、
昨
年

は
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
を
示
し
ま
し

た
。本

町
に
お
い
て
も
昨
年
2
月
に
「
七
飯
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
た
ほ
か
、
昨
年
3
月
に
策

定
し
た
計
画
期
間
10
年
の
第
5
次
七
飯
町
総
合

計
画
及
び
計
画
期
間
5
年
の
第
5
次
七
飯
町
行

政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
急
激
な
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
地
方
創
生
に
向
け

た
施
策
と
し
て

① 

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
て
い
け

る
。

② 

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を
整

え
る
。

③ 

食
や
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
力
強
い
産
業

と
雇
用
の
場
を
つ
く
る
。

④ 

七
飯
町
ら
し
さ
を
活
か
し
て
人
を
呼
び
込

み
・
呼
び
戻
す
。

以
上
4
点
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
人
口
減
少

と
地
域
経
済
縮
小
の
克
服
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
と
地
域
経
済
の
好
循
環
の
確
立
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
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第２

第１ 詳
細
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
主
要
施
策
で
ご

説
明
申
し
上
げ
ま
す
が
、
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
に
伴
う
地
域
活
力
の
低
下
、
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
に
伴
う
税
収
の
減
少
、
社
会
保
障
費

の
増
大
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し

い
財
政
状
況
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中

で
、
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
子
育
て

支
援
、
地
方
創
生
に
向
け
た
事
業
の
実
施
な

ど
、
事
業
の
優
先
順
位
を
見
極
め
、
１
２
４
億

円
の
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
理

解
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅲ　

主
要
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

本
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
は
、
町
政
運

営
の
指
針
で
あ
り
ま
す
第
５
次
七
飯
町
総
合
計

画
の
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
に
沿
っ
て
ご
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

安
全
・
便
利
な
ま
ち

道
路
の
整
備
、
住
宅
の
整
備
、
暮
ら
し
の
安

全
対
策
の
推
進
、
情
報
基
盤
の
整
備
な
ど
に
よ

り
、
安
全
で
便
利
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。は

じ
め
に
、
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
通
勤
や

通
学
な
ど
生
活
に
欠
か
せ
な
い
交
通
手
段
で
あ

る
鉄
道
や
路
線
バ
ス
等
の
確
保
の
観
点
か
ら
、

国
や
北
海
道
並
び
に
近
隣
市
町
と
協
調
し
、
そ

の
維
持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
北
海
道
新
幹
線

開
業
に
伴
う
２
次
交
通
の
充
実
に
向
け
、
バ
ス

路
線
の
再
編
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
・
運
用
促

進
な
ど
、
地
域
公
共
交
通
が
よ
り
身
近
に
利
用

し
や
す
く
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
幹
線
か
ら
離
れ
た
地
区
に
居
住
す
る

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
交
通
弱
者
の
交
通
手
段

に
つ
い
て
も
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
自

主
運
行
や
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
等
の
活
用
な

ど
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
研
究
し
て

ま
い
り
ま
す
。

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
町
道
整
備
と
し

て
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
で
２
路
線
の
改

良
舗
装
工
事
、
１
橋
梁
の
長
寿
命
化
工
事
、
単

独
事
業
で
５
路
線
の
改
良
舗
装
工
事
を
実
施
す

る
ほ
か
、
道
路
整
備
及
び
除
雪
作
業
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
グ
レ
ー
ダ
ー
を
更
新
し
て
ま
い

り
ま
す
。

国
道
及
び
道
道
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
縦
貫

自
動
車
道
大
沼
公
園
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

七
飯
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
区
間
が
着
工

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
沼
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
着

工
に
向
け
た
要
望
と
合
わ
せ
、
既
存
の
国
道
５

号
の
交
通
安
全
対
策
を
重
点
と
し
た
片
側
２
車

線
化
を
要
望
す
る
ほ
か
、
道
道
の
大
沼
公
園
鹿

部
線
、
大
沼
公
園
線
及
び
大
野
大
中
山
線
の
整

備
促
進
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
河
川
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体
の

久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事
業
及
び
大
沼
環
境

整
備
事
業
、
藤
城
川
や
蒜
沢
川
、
軍
川
等
の
砂

防
事
業
の
整
備
促
進
、
ま
た
、
水
無
沢
川
砂
防

事
業
の
新
規
着
手
に
つ
い
て
関
係
機
関
に
対
し

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
湯
出
川
の
国
道
付

近
の
護
岸
整
備
工
事
が
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、

国
道
上
流
区
間
の
治
水
安
全
度
の
向
上
を
図
る

計
画
の
立
案
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
の
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
河
川

の
氾
濫
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
の

水
防
の
拠
点
と
し
て
水
防
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

の
供
用
を
開
始
す
る
ほ
か
、
軍
川
下
流
排
水
路

整
備
工
事
及
び
大
七
沢
川
護
岸
補
修
工
事
を
引

き
続
き
施
工
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
住
宅
・
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
街
地
の
空
洞
化
の
防
止
や
防
犯
の
ほ
か
、

街
並
み
の
創
出
を
図
る
た
め
、
空
き
家
・
空
き

地
バ
ン
ク
の
取
組
や
北
海
道
新
幹
線
開
業
を
契

機
に
首
都
圏
な
ど
か
ら
の
移
住
定
住
促
進
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
冬
ト
ピ
ア

団
地
の
５
棟
目
と
な
る
長
寿
命
化
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
交
通
安
全
・
防
犯
体
制
の
充
実
に
つ

い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
そ
し
て
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化

し
、
交
通
弱
者
と
い
わ
れ
る
児
童
・
生
徒
・
高

齢
者
の
交
通
安
全
教
育
の
徹
底
を
図
る
と
と
も

に
、
事
故
防
止
の
た
め
交
通
安
全
運
動
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
高
齢
者
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
の
啓
蒙
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

防
犯
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
警
察
、
地
域
、

関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
度
町
内
全
域
に
整
備
し
ま
し
た
外
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
関
係
団

体
と
協
働
し
、
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。次

に
、
消
防
・
救
急
・
防
災
体
制
の
充
実
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

消
防
・
救
急
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
新
幹
線

開
業
に
よ
る
交
流
・
滞
在
人
口
の
増
加
や
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
運
航
の
増
加
に
伴
い
、
救
急
体
制
の

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
規
格

救
急
車
を
２
台
体
制
に
強
化
す
る
ほ
か
、
器
材

搬
送
車
１
台
を
更
新
し
、
消
防
設
備
の
更
な
る

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
体
制
に
つ
い
て
は
、
昨
年
も
日
本
列
島

は
様
々
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
特
に
北
海
道
で

は
８
月
に
連
続
し
て
台
風
が
上
陸
す
る
な
ど
、

過
去
に
例
の
な
い
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。本

町
に
お
い
て
も
台
風
10
号
に
よ
り
道
路
や

河
川
の
決
壊
、
屋
根
の
飛
散
、
倒
木
、
農
作
物

な
ど
に
被
害
が
あ
っ
た
も
の
の
、
幸
い
に
し
て

人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
災
害

は
必
ず
や
っ
て
く
る
」
と
い
う
こ
と
を
常
に
念

頭
に
置
き
、
避
難
訓
練
や
防
災
訓
練
な
ど
を
通

し
て
町
民
の
防
災
意
識
向
上
に
努
め
る
ほ
か
、

災
害
発
生
時
に
お
い
て
は
速
や
か
な
情
報
収
集

や
情
報
伝
達
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

ア
ナ
ロ
グ
携
帯
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
携
帯
無
線
に

更
新
し
減
災
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

移
行
準
備
中
の
新
総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
、
北
海
道
で
構
築
す
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
に
道
内
自
治
体
が
接
続
す
る
こ

と
か
ら
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
更
新
し
、
情
報
漏

え
い
の
防
止
及
び
安
全
管
理
の
対
策
な
ど
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
３
月
よ
り
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
戸
籍
関
係
証
明
書
等
交
付

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
交
付
の
際
に

必
要
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

快
適
な
ま
ち

生
活
基
盤
の
総
合
的
整
備
を
図
っ
て
、
住
み

や
す
い
、快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
環
境
施
策
の
総
合
的
推
進
に
つ

い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

環
境
施
策
に
つ
い
て
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
湿
地
の
大
沼
を
中
心
と
す
る
豊
か
な
自
然

環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
密
に
し
、
総
合
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
大
沼
の
自
然
環
境
観

察
な
ど
を
通
し
て
、
自
然
の
大
切
さ
を
伝
え
て

ま
い
り
ま
す
。
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ま
た
、
昨
年
、
道
内
に
お
い
て
公
共
建
築
物

の
煙
突
内
部
に
剥
離
や
劣
化
が
見
ら
れ
ア
ス
ベ

ス
ト
建
材
使
用
が
問
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
含
有
の
恐
れ
は
あ
る
も
の
の
、
大
気
汚
染

防
止
法
に
基
づ
く
ア
ス
ベ
ス
ト
繊
維
数
濃
度
調

査
に
お
い
て
基
準
以
下
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

定
期
的
な
経
過
観
察
を
行
い
安
全
で
安
心
な
施

設
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

大
沼
の
水
質
浄
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
大
沼
環
境
保
全
計
画
の
検
証
や
評
価
を

踏
ま
え
、
引
き
続
き
本
年
度
か
ら
10
か
年
の
大

沼
環
境
保
全
計
画
に
基
づ
い
て
水
質
浄
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
処
理
区
域
外
の
生
活
排
水
対
策
に
つ

い
て
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
促
進
を
図

り
、
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止
と
生
活
環

境
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
循
環
型
社
会
の

構
築
を
目
指
し
て
、
住
民
、
事
業
者
及
び
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
及
び
老
朽

化
が
進
む
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
更
新
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

計
画
を
進
め
て
い
ま
し
た
合
同
納
骨
塚
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
条
例
整
備
と
合
わ
せ
建
設
し

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
す
。

町
民
生
活
を
支
え
る
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
維
持
管
理
や
老
朽
化
へ
適
切
に
対

応
し
、
将
来
に
わ
た
り
安
全
で
安
心
な
飲
料
水

の
安
定
的
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
事
業
統
合
に
よ
り
簡
易
水
道
事
業
が

廃
止
さ
れ
る
配
水
区
の
皆
様
に
は
、
ご
負
担
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
料
金
改
定

に
あ
た
っ
て
は
、
経
過
措
置
を
設
け
て
段
階
的

に
行
う
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
経
営
の
合
理
化
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。下

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
「
大
沼
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
の
更

新
工
事
を
効
率
的
に
進
め
、
管
渠
等
を
含
め
た

施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
下
水
道
事
業
の
経
営
の
面
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
「
官
庁
会
計
方
式
」
を
見
直
し
、
将

来
に
向
け
た
経
営
基
盤
の
安
定
化
と
経
営
状
況

の
明
確
化
を
図
る
た
め
、
平
成
32
年
４
月
の
地

方
公
営
企
業
法
の
適
用
と
な
る
企
業
会
計
導
入

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
公
園
・
緑
地
の
整
備
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
公
園
の
老
朽
化
し
た
遊
具
等
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
沿
っ

て
「
や
ま
び
こ
児
童
公
園
」
な
ど
の
整
備
を
進

め
、
安
全
な
遊
び
場
と
し
て
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
。

次
に
、
景
観
の
保
全
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

大
沼
国
定
公
園
や
赤
松
街
道
を
は
じ
め
貴
重

な
財
産
に
つ
い
て
は
、
住
民
と
の
協
働
に
よ
り

清
掃
や
保
護
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
次
世
代
に

受
け
継
げ
ら
れ
る
よ
う
に
良
好
な
景
観
の
形
成

や
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
空

き
家
に
つ
い
て
は
、
実
態
調
査
及
び
意
向
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、
空
き
家
対
策
を
計
画
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
・
安
心
の
ま
ち

住
民
自
身
の
健
康
管
理
、
行
き
届
い
た
福
祉

対
策
な
ど
に
よ
り
、
ふ
れ
あ
い
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実
に
つ

い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
保
健
全
般
に
つ
い
て
平
成
30
年

度
か
ら
の
総
合
保
健
福
祉
計
画
の
策
定
年
度
と

な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
、
高
齢
者
及
び
障
が
い

者
福
祉
の
現
状
と
課
題
や
今
後
の
介
護
保
険
制

度
改
正
等
を
反
映
し
な
が
ら
計
画
の
見
直
し
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
健
康
づ
く
り
基
本
計
画
を
策
定
し
、

生
活
習
慣
の
改
善
や
環
境
の
整
備
に
よ
る
健
康

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
が
ん

検
診
を
は
じ
め
と
す
る
検
診
事
業
の
受
診
率
向

上
に
努
め
る
ほ
か
、
妊
婦
健
康
診
査
や
乳
幼
児

健
康
診
査
、
幼
児
期
か
ら
の
フ
ッ
化
物
塗
布
や

フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
七
飯
消
防
署
大
沼
分
遣
所
の
隣
地
に

通
年
利
用
可
能
な
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ラ
ン
デ

ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
整
備
し
ま
し
た
の
で
、
地
域

住
民
へ
の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
地
域
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

等
と
の
連
携
を
深
め
、
高
齢
の
方
や
障
が
い
の

あ
る
方
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
社
会
的
弱
者
と
言
わ

れ
る
方
々
が
地
域
で
孤
立
し
な
い
取
組
な
ど
地

域
福
祉
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
、
要

援
護
者
支
え
合
い
事
業
に
つ
い
て
も
、
事
業
の

普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
の
自
主
的
な
組
織
で
あ
る
老
人
ク
ラ

ブ
や
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
高
齢
者
自
ら
が
企

画
し
た
ロ
ー
レ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
、
高
齢
者
の
自

主
的
な
活
動
に
対
し
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
入
浴
割
引
の
ほ
か
、
米
寿
、
喜
寿
を

迎
え
る
方
に
は
敬
老
祝
品
を
、
１
０
０
歳
を
迎

え
る
方
に
は
敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
て
ま
い
り
ま

す
。住

民
票
等
宅
配
サ
ー
ビ
ス
（
出
前
出
張
所
）

に
つ
い
て
は
、
増
え
続
け
る
高
齢
者
へ
の
速
や

か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の

周
知
を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
及
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
認
知
症

高
齢
者
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
併
せ
て
相
談
内

容
も
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
や
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
連
携
さ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
自

立
支
援
、
就
労
支
援
を
進
め
る
ほ
か
、
障
が
い

の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
相
談
支
援
事
業
者
や

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
連
携
し
、
障
が
い
の
特
性

に
応
じ
た
よ
り
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
隔
年
実
施
の
第
37
回
渡
島
地
区
身
体

障
害
者
福
祉
大
会
及
び
第
32
回
渡
島
地
区
身
体

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
本
町
に
お
い
て
開
催

さ
れ
る
こ
と
か
ら
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
社
会
保
障
の
充
実
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
す
。

医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
医
療

費
、
重
度
心
身
障
が
い
者
及
び
ひ
と
り
親
家
庭

の
助
成
範
囲
を
拡
大
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
費
用
負
担
の
公
平
性
な
ど
の
観
点
か
ら
助
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第４ 成
内
容
の
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
医

療
の
高
度
化
や
被
保
険
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
年
々
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
増
加
し
、
繰

上
充
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
赤
字
決
算
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
高
齢
者
が
増
加
傾
向
の
中
で
、
医
療

費
の
抑
制
も
見
込
ま
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
、
平

成
30
年
度
か
ら
は
保
険
者
の
単
位
が
市
町
村
単

独
か
ら
都
道
府
県
と
市
町
村
の
共
同
保
険
者
に

移
行
し
、
北
海
道
か
ら
求
め
ら
れ
る
国
保
事
業

費
納
付
金
の
支
払
い
が
生
じ
る
な
ど
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度

か
ら
累
積
赤
字
解
消
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険

税
の
税
率
改
正
及
び
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

を
実
施
し
、
健
全
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

育
む
ま
ち

子
育
て
支
援
か
ら
生
涯
学
習
の
充
実
、
青
少

年
の
健
全
育
成
、
地
域
文
化
の
振
興
、
交
流
活

動
の
活
発
化
を
図
り
、
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
18
歳
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
を
は
じ
め
従
来
の
支
援
策
を
引
き

続
き
行
う
ほ
か
、
体
調
不
良
児
対
応
の
病
児
保

育
事
業
が
拡
大
さ
れ
る
な
ど
、
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
健
全
化
育
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
民
間
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
保

育
料
を
補
助
し
、
待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
大
中
山
地
区
の
学
童
保
育
施
設
は
、

老
朽
化
に
よ
り
早
急
な
改
築
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
大
中
山
出
張
所
と
合
わ
せ
た
複

合
施
設
の
建
設
に
向
け
て
、
国
及
び
北
海
道
に

対
し
て
財
政
支
援
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
深
め
、
早
期
の
発
見
・
対
応
に
努

め
、
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て

ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
教
育
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り

ま
す
。

教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
育
長
か
ら
詳
細

に
示
さ
れ
ま
す
教
育
行
政
方
針
を
尊
重
し
て
ま

い
り
ま
す
が
、
町
と
し
て
の
本
年
度
の
主
な
教

育
支
援
な
ど
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
学
校
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
本
年
度
は
大
中
山
小
学
校
の
校
舎
北
棟
が

完
成
し
、
そ
の
後
、
校
舎
南
棟
の
建
設
に
着
工

し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
食
育
の
一
環
と
し
て
、
給
食

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
安
全
で
安
心
な
農
畜
産

物
の
食
材
の
確
保
と
地
産
地
消
に
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
未
就

学
児
及
び
保
護
者
等
を
対
象
と
し
た
給
食
試
食

会
に
つ
い
て
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
文
化
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
社
会
教
育
施
設
も
老
朽
化
し
つ
つ
あ
る

こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
整
備
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

次
に
、
交
流
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
す
。

国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
コ
ー
ド

町
と
の
姉
妹
都
市
提
携
20
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
町
制
施
行
60
年
記
念
行
事
と
合
わ
せ
姉
妹

都
市
調
印
式
、
記
念
式
典
等
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
も
中
高
校
生
の
語
学
研
修
及

び
町
民
の
文
化
交
流
事
業
推
進
の
た
め
、
中
高

校
生
及
び
町
民
代
表
を
コ
ン
コ
ー
ド
町
に
派
遣

し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
般
財
団
法
人
北
海
道
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

主
催
の
「
国
際
交
流
夏
の
つ
ど
い
」
に
つ
い
て

は
、
異
文
化
を
理
解
す
る
交
流
事
業
と
し
て
引

き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
内
交
流
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
三
木
町

を
は
じ
め
経
済
、
文
化
、
防
災
な
ど
繋
が
り
の

あ
る
自
治
体
と
引
き
続
き
交
流
を
深
め
て
ま
い

り
ま
す
。

鶴
野
地
域
セ
ン
タ
ー
（
旧
鶴
野
小
学
校
）
及

び
大
中
山
地
域
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
大
中
山
地
域

体
育
館
附
属
会
館
）
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
と
の
連
携
の
下
、
交
流
の
場
と
し
て
生
涯
学

習
及
び
子
育
て
支
援
等
の
活
動
を
行
う
団
体
に

貸
し
出
し
す
る
ほ
か
、
施
設
の
一
部
を
住
民
福

祉
向
上
等
に
寄
与
す
る
団
体
等
の
事
務
所
と
す

る
な
ど
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
、
商
・
鉱
工

業
、
観
光
の
振
興
を
図
っ
て
、
雇
用
が
生
ま
れ

る
、
活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
新
大
統
領
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
就
任

し
た
こ
と
に
よ
り
農
業
に
及
ぼ
す
影
響
も
不
透

明
で
あ
り
ま
す
が
、
国
な
ど
が
進
め
る
支
援
策

を
最
大
限
に
活
用
し
、
七
飯
町
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
高
品
質
か
つ
安
全
で
安
心
な
農
畜
産
物
の
安

定
生
産
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
西
洋
式
農
業
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
本

町
で
は
、
１
８
６
７
年
ガ
ル
ト
ネ
ル
の
耕
作
許

可
か
ら
１
５
０
年
を
迎
え
ま
す
。
１
８
６
９
年

の
条
約
書
締
結
や
１
８
７
０
年
の
七
重
官
園
設

置
の
史
実
を
順
次
控
え
ま
す
が
、
本
年
度
は
歴

史
館
と
の
連
携
を
図
り
特
別
展
な
ど
の
記
念
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
白
川
地
区
道

営
事
業
、
渡
島
東
部
地
区
基
盤
整
備
事
業
及
び

通
作
条
件
整
備
事
業
と
し
て
広
域
農
道
改
良
を

継
続
す
る
ほ
か
、
新
た
な
通
作
条
件
整
備
事
業

と
し
て
城
岱
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
改
良
に
着
手
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
等
の
未
然
防
止
に
も
繋
が
る
農

地
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
多
面
的
機
能
支

払
事
業
を
活
用
し
、
農
地
の
保
全
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
野
菜
広
域
流
通
施
設

整
備
と
し
て
集
出
荷
予
冷
施
設
建
設
事
業
に
着

手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
法
改
正

に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を
得
て
、
農
業
委
員
会

委
員
に
つ
い
て
は
町
長
が
任
命
し
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
会

長
が
選
任
し
て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
各
種
町
有
林

事
業
を
行
う
ほ
か
、
民
有
林
対
策
に
お
い
て
も

未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
事
業
を
活
用
し
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
台
風
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
、

道
路
の
決
壊
、
土
砂
災
害
や
農
地
へ
の
浸
水
被

害
な
ど
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
森
林
の
も
つ

水
源
涵
養
機
能
、
土
砂
流
出
・
崩
壊
防
止
機
能

等
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
治
山
事
業
の

要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

大
沼
の
内
水
面
漁
業
に
つ
い
て
は
、
大
沼
環

境
保
全
対
策
協
議
会
と
連
携
し
、
引
き
続
き
資

源
確
保
の
た
め
の
水
質
改
善
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

次
に
、
商
・
鉱
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
近
況
で
は
道
南
地
方

の
景
気
が
緩
や
か
に
回
復
基
調
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
商
工
業
は
地
域
経
済
活
性
化
の
原
動
力

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
町
内
中
小
企
業
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へ
の
商
工
業
経
営
安
定
融
資
の
支
援
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
函
館
地
域
産
業
活
性
化
協
議
会
や
企

業
誘
致
専
門
委
員
と
の
連
携
を
図
り
、
情
報
の

収
集
・
提
供
・
共
有
に
努
め
、
企
業
誘
致
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

起
業
・
創
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
函
館
地
域

産
業
振
興
財
団
と
協
働
し
「
創
業
支
援
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い

り
ま
す
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
新
幹
線
開
業
効

果
に
よ
り
平
成
28
年
度
上
期
の
観
光
客
入
込
数

は
3.8
%
の
増
、
う
ち
宿
泊
数
は
22
％
増
と
着

実
に
回
復
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
持
続
的
に
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
発
展
さ
せ
る
た
め
「
七
飯
町
観
光
振
興
計

画
」
に
基
づ
き
活
性
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

外
国
人
観
光
客
の
受
入
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
広
域
観
光
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
イ
ベ
ン

ト
を
支
援
し
、
町
内
へ
の
誘
客
や
周
遊
・
滞
在

を
図
る
と
と
も
に
、
観
光
ガ
イ
ド
の
育
成
・
定

着
に
努
め
、
さ
ら
に
大
沼
国
定
公
園
の
魅
力
を

動
画
や
写
真
を
活
用
し
た
発
信
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

北
海
道
新
幹
線
総
合
車
両
基
地
と
の
連
携
に

つ
い
て
は
、
車
両
基
地
内
見
学
の
開
設
や
車
両

基
地
ま
つ
り
の
早
期
実
現
を
目
指
し
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、
小
学
生
を
対
象

と
し
た
新
幹
線
体
験
ツ
ア
ー
事
業
を
継
続
実
施

し
、
食
と
観
光
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま

す
。次

に
、
雇
用
・
勤
労
者
対
策
の
充
実
に
つ
い

て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

雇
用
・
勤
労
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
北
海
道

新
幹
線
開
業
効
果
に
よ
り
総
合
車
両
基
地
関
係

で
約
４
０
０
名
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
新
た
な
企
業
進
出
や
既
存
事
業
者
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
も
あ
り
、
雇
用
創
出
効
果
が

表
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
度
も
雇
用
の
創
出
及
び
確
保
に
向
け

て
、
南
渡
島
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
と
連

携
し
、
通
年
雇
用
化
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
や
技

能
講
習
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
や
新
函
館
農
業
協
同
組
合
七
飯
支
店
な
ど
と

連
携
し
、
町
内
の
求
人
情
報
の
周
知
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
七
飯
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
高
齢
者
の
就
業
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。次

に
、
消
費
者
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

消
費
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
消
費
拡
大
と
企

業
へ
活
力
を
与
え
る
た
め
、「
あ
か
ま
つ
街
道

納
涼
祭
」「
な
な
え
町
物
産
グ
ル
メ
発
表
会
」

「
チ
ビ
ッ
コ
雪
ま
つ
り
」「
大
沼
べ
こ
っ
子
ま

つ
り
」の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
物
産
支
援
と
し
て
特
産
品
の
開
発
や

販
路
の
拡
張
、
交
流
事
業
と
連
動
し
た
Ｐ
Ｒ
販

売
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
道
の
駅
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま

す
。道

の
駅
に
つ
い
て
は
、
道
南
の
交
通
の
要
衝

と
な
る
峠
下
地
区
に
今
年
度
末
の
オ
ー
プ
ン
を

予
定
し
、
国
内
外
へ
の
情
報
発
信
や
地
域
資
源

の
利
活
用
に
努
め
、「
交
流
の
場
」「
活
動
の

場
」
と
し
て
賑
わ
い
の
あ
る
施
設
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
よ
り
道
の
駅
事
業
に
精
通
し

た
職
員
の
派
遣
を
い
た
だ
き
、
運
営
等
の
実
務

の
指
導
を
賜
り
な
が
ら
、
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

と
も
に
歩
む
ま
ち

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
育
成
、
男
女
共
同
参
画
・
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
、
自
立
す
る
自
治
体
経
営
を

目
指
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
開
か
れ
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
視
点
で
行
政
を
執
行
す
る
た
め
に

も
、
町
民
皆
様
の
生
の
声
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、
引
き
続
き
出
前
町
長
室
を
実

施
し
、今
後
の
町
政
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
先
人
の
方
々
が

自
ら
考
え
、
行
動
し
、
汗
を
流
す
町
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ

り
、
今
日
の
七
飯
町
が
築
き
上
げ
ら
れ
、
本
年

度
町
制
施
行
60
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

町
制
施
行
60
年
を
振
り
返
る
と
、
先
人
の

方
々
の
ご
功
績
を
称
え
、
感
謝
を
申
し
上
げ
、

敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
60
年

を
映
像
で
記
録
し
、
記
憶
に
残
る
よ
う
に
努

め
、
町
民
皆
様
と
昔
を
懐
か
し
み
、
さ
ら
に
未

来
へ
の
橋
渡
し
と
な
る
よ
う
な
、
七
飯
町
の
観

光
や
産
業
な
ど
を
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
映
像
コ
ン

テ
ン
ツ
を
制
作
し
、
観
光
施
設
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
映
像
配
信
に
活
用
し
て
ま
い
り

ま
す
。

次
に
、
男
女
共
同
参
画
・
人
権
尊
重
社
会
の

形
成
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
・
人
権
尊
重
社
会
の
形
成
に

つ
い
て
は
、
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、

自
分
ら
し
く
輝
い
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に

向
け
、
意
識
づ
く
り
や
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
自
立
す
る
自
治
体
経
営
の
推
進
に
つ

い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

自
立
す
る
自
治
体
経
営
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
昨
年
３
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
第
５
次
七

飯
町
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
い
て
、
行
政
機
構

の
簡
素
化
・
効
率
化
を
は
じ
め
行
政
改
革
を
図

り
な
が
ら
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
こ
と
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
返
礼
品
を
幅

広
く
取
り
揃
え
る
な
ど
、
町
内
の
優
れ
た
地
場

産
品
の
P
R
を
図
り
、
自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅳ　

む
す
び

以
上
、
平
成
29
年
度
の
町
政
執
行
に
つ
い
て

の
所
信
と
主
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

行
政
の
使
命
は
、
町
民
の
皆
様
の
安
全
で
安

心
な
暮
ら
し
を
保
障
し
、
よ
り
良
い
も
の
に
し

て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
い
つ
の
時

代
に
お
い
て
も
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。今

後
に
お
い
て
も
、
町
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
補
完
し
合
う
町
政

運
営
を
基
本
と
し
て
歩
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
「
住
み
た
い
ま
ち
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち

〝
七
飯
町
〞」
の
実
現
に
近
づ
く
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
北
海
道
新
幹
線
開
業
が

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
北
の
大
地
の
新
幹
線
時
代

の
ス
タ
ー
ト
と
捉
え
、
北
海
道
新
幹
線
開
業
効

果
を
持
続
し
続
け
る
よ
う
知
恵
を
出
し
、
工
夫

を
重
ね
、
大
沼
国
定
公
園
や
道
の
駅
を
核
と
す

る
地
方
創
生
を
進
め
、
さ
ら
に
企
業
誘
致
に
よ

る
新
た
な
雇
用
を
生
み
だ
し
人
口
減
少
の
抑
止

に
繋
が
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
は
、

果
敢
に
行
財
政
運
営
を
推
し
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
議
会
の
皆
様
及
び
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
、
本
年
度
の
町
政
に
臨
む
施
政
方
針
と

い
た
し
ま
す
。
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第１第２第３

 Ⅰ　

は
じ
め
に

平
成
29
年
第
1
回
七
飯
町
議
会
定
例
会
の
開

会
に
あ
た
り
、
平
成
29
年
度
の
七
飯
町
教
育
行

政
方
針
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
述
べ
、
七
飯
町

議
会
の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
町
内
各
種
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
全

道
や
全
国
大
会
へ
の
出
場
、
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
で
も
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
な
ど
、
七

飯
町
の
子
ど
も
た
ち
が
活
躍
し
た
年
で
あ
り
ま

し
た
。

一
方
、
少
子
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
児
童
生

徒
数
が
減
少
し
、
教
育
活
動
に
も
支
障
が
生
じ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
と
今
後
の
小
中
学
校
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
い
じ
め
問
題
に
関
し
て
は
、
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
に
基
づ
き
昨
年
度
か
ら
7
月
を

い
じ
め
根
絶
月
間
と
位
置
付
け
、
い
じ
め
防
止

等
に
関
す
る
啓
発
を
行
い
、
安
全
安
心
な
学
校

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
度
も
、
教
育
行
政
の
根
本
と
な
る
教
育

大
綱
（
第
2
次
七
飯
町
教
育
振
興
基
本
計
画

（
以
下
「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
と
い
う
。））

に
基
づ
き
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
に
あ
っ
て
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
安
全
な
「
行
き
た
い
学
校
」、
保
護
者

に
と
っ
て
安
心
な
「
通
わ
せ
た
い
学
校
」
を
目

指
し
、
学
ぶ
喜
び
を
共
感
で
き
る
学
校
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

社
会
教
育
に
あ
っ
て
は
「
生
涯
学
習
環
境
の

創
出
と
人
材
の
育
成
」
を
基
本
に
「
人
が
き
ず

な
で
結
ば
れ　

生
き
る
力
を
育
み　

と
も
に
学

ぶ
ま
ち
七
飯
」
を
目
指
し
、
そ
の
主
役
と
な
る

「
人
づ
く
り
」
を
念
頭
に
七
飯
町
の
教
育
行
政

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　Ⅱ　

教
育
基
本
方
針

教
育
は
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
備

え
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
間
を
育
成
す

る
と
い
う
「
人
づ
く
り
」
の
使
命
を
担
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
2
年
目
と
な
る
教
育
振
興
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
学
校
教
育
の
充
実
を
は
じ

め
、
生
涯
学
習
の
推
進
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
本
町
の
豊
か
な
伝
統
・
文
化
の
継
承
や
文

化
財
の
保
護
な
ど
諸
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

Ⅲ　

平
成
29
年
度
の
主
要
施
策

平
成
29
年
度
に
お
い
て
、
七
飯
町
教
育
委
員

会
が
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
取
り
組
む

主
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

開
か
れ
た
教
育
行
政
の
推
進

　
町
民
の
信
頼
に
応
え
る
教
育
行
政
を
推
進
す

る
た
め
、
七
飯
町
総
合
教
育
会
議
と
の
連
携
を

図
り
、
責
任
体
制
の
明
確
化
や
教
育
委
員
会
議

の
充
実
、
公
開
、
情
報
発
信
を
行
い
、
地
域
に

根
差
し
開
か
れ
た
教
育
委
員
会
を
目
指
し
ま

す
。

幼
児
教
育
の
充
実

　
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
家
庭
か
ら
幼
児
教
育

施
設
、
幼
児
教
育
施
設
か
ら
小
学
校
へ
の
一
体

性
を
確
保
す
る
取
組
や
、
基
本
的
な
生
活
習
慣

な
ど
「
生
き
る
力
」
の
基
礎
を
培
う
場
と
し
て

の
取
組
を
推
進
し
、
幼
児
教
育
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
児
等
が
小
学
校
入
学
後
の
教

育
環
境
に
す
ぐ
に
な
じ
め
る
よ
う
、
幼
稚
園
・

保
育
園
・
小
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
た

子
育
て
が
で
き
る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
基
礎
学
力
の
向
上

と
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
、
社
会
の
変
化
に
対

応
し
た
教
育
や
道
徳
教
育
の
充
実
に
努
め
、
児

童
生
徒
の
「
生
き
る
力
」
の
育
成
を
図
り
ま

す
。ま

た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
充
実

を
図
り
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を

推
進
し
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
安
全
な
「
行
き

た
い
学
校
」、
保
護
者
に
と
っ
て
安
心
な
「
通

わ
せ
た
い
学
校
」
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

⑴
学
校
経
営
の
充
実

教
育
課
題
解
決
の
た
め
、
校
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、
学
校
評
価
等
を
生
か
し
全
教

職
員
の
創
意
が
活
か
せ
る
協
働
体
制
の
確
立
に

努
め
ま
す
。

七
飯
町
教
育
研
究
所
と
連
携
し
、
サ
ー
ク
ル

研
究
活
動
の
推
進
や
町
内
授
業
公
開
研
究
会
の

開
催
、
各
種
研
修
へ
の
積
極
的
な
参
加
等
に
よ

り
教
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

昨
年
度
、
す
べ
て
の
小
中
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
が
、

よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
大
沼
地
区
で
は
児
童
生
徒
数
の
減
少

に
よ
り
教
育
活
動
に
支
障
が
生
じ
て
き
て
お
り

ま
す
。
今
後
の
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
と
教
育
委
員
会
が
協
働
し

て
、
児
童
生
徒
の
教
育
環
境
の
改
善
に
向
け
た

取
組
を
検
討
し
ま
す
。

⑵ 

基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
に
向
け
た
指
導

の
充
実

各
学
校
で
策
定
し
た
「
学
校
改
善
プ
ラ
ン
」

の
確
実
な
実
践
と
、
習
熟
度
に
応
じ
た
き
め
細

平
成
29
年
度
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か
な
学
習
指
導
等
を
行
う
た
め
、
本
年
度
も
学

習
支
援
員
の
導
入
、
国
・
北
海
道
教
育
委
員
会

の
事
業
を
活
用
し
、
全
て
の
児
童
生
徒
の
基

礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
と
応
用
す
る
力
を
育

て
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
校
に
お
け
る
道
徳
の
教
科

化
、
小
学
校
5
、
6
年
生
の
英
語
の
教
科
化
、

3
、
4
年
生
の
英
語
活
動
の
導
入
に
備
え
準
備

を
進
め
ま
す
。

学
力
向
上
に
は
、
家
庭
で
の
学
習
習
慣
の
確

立
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
た
め
、
引
き
続
き
各

家
庭
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
七
飯
町
家
庭
学
習
の

手
引
き
」
の
積
極
的
な
活
用
を
促
し
ま
す
。
ま

た
、
現
在
小
学
校
で
使
用
し
て
い
る
社
会
科
副

読
本
の
内
容
が
、
北
海
道
新
幹
線
の
記
述
な
ど

に
現
状
と
異
な
る
箇
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

部
改
定
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。

⑶
道
徳
教
育
の
充
実

命
を
大
切
に
す
る
心
や
規
範
意
識
を
重
視

し
、
い
じ
め
を
な
く
し
実
社
会
や
実
生
活
と
の

関
わ
り
を
大
切
に
し
た
「
心
の
教
育
」
の
充
実

を
図
る
た
め
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
積
極
的

に
活
用
し
ま
す
。

思
い
や
り
の
心
を
育
む
よ
う
各
学
校
の
状
況

に
応
じ
て
地
域
人
材
講
師
の
活
用
、
体
験
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
福
祉
施
設
の
訪
問
な
ど
を

推
進
し
ま
す
。

⑷
い
じ
め
対
策
の
充
実

「
い
じ
め
」
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
で

す
。
こ
の
こ
と
を
す
べ
て
の
教
職
員
、
保
護

者
、
地
域
が
共
通
認
識
と
し
て
持
ち
、
子
ど
も

た
ち
に
常
日
頃
か
ら
「
教
え
込
む
」
こ
と
が
大

切
で
す
。

一
方
、
学
校
教
育
に
携
わ
る
す
べ
て
の
関
係

者
が
、
い
じ
め
は
「
ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど
の

学
校
で
も
起
こ
り
得
る
も
の
」
で
あ
る
と
い
う

意
識
を
常
に
持
ち
続
け
、
七
飯
町
い
じ
め
防
止

基
本
方
針
等
に
基
づ
い
た
取
組
を
日
頃
か
ら
推

進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
こ
と
が
、
い

じ
め
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま

す
。
し
か
し
、
万
が
一
い
じ
め
が
発
生
し
た
時

に
は
、
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
保
護
に

万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
い
じ
め
を
し
た
児
童

生
徒
に
は
毅
然
と
し
た
指
導
を
行
い
、
い
じ
め

ら
れ
た
児
童
生
徒
の
立
場
に
立
っ
た
解
決
を
図

り
ま
す
。

町
民
に
対
し
、
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
啓

発
を
行
う
「
い
じ
め
根
絶
月
間
」
で
あ
る
7
月

に
、
児
童
生
徒
が
直
接
参
加
で
き
る
取
組
を
実

施
し
ま
す
。

　⑸
生
徒
指
導
の
充
実

不
登
校
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
七
飯
町
適
応

指
導
教
室
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
の
活
用
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
北
海
道
教
育
委
員
会
の
委
託
事
業

に
よ
り
各
中
学
校
に
配
置
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
を
通
し
て
、
不
登
校
や
い

じ
め
問
題
の
解
消
を
図
る
総
合
的
な
心
の
サ

ポ
ー
ト
推
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
校
外
生
活
に
お
け
る
児
童
生
徒
の

安
全
安
心
の
確
保
の
た
め
、「
七
飯
町
生
徒
指

導
推
進
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ

か
、
定
期
的
な
巡
回
と
、
公
用
車
で
の
青
色
回

転
灯
の
使
用
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
拡
充

に
努
め
ま
す
。

⑹
学
校
体
育
と
学
校
保
健
指
導
の
充
実

七
飯
町
の
児
童
生
徒
は
、
体
力
・
運
動
能
力

が
全
国
平
均
よ
り
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
生

活
習
慣
の
改
善
と
あ
わ
せ
て
、
学
校
体
育
の
充

実
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
づ
く
り
を
進
め
、

健
康
な
身
体
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

心
の
教
育
、
性
教
育
、
食
育
等
の
推
進
を
図

り
、
児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
努
め
ま
す
。

保
健
活
動
に
つ
い
て
は
、
歯
・
口
腔
の
健
康

づ
く
り
を
図
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
全
て
の
小

学
校
で
フ
ッ
化
物
洗
口
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
実
施
率
の
向
上
に
向
け
、
安

全
性
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
保
護
者
へ
の
周
知

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
中
学
2
年
生
に
対
す
る
ピ
ロ
リ
菌
検

査
に
つ
い
て
は
、
受
検
率
が
ま
だ
低
い
こ
と
か

ら
学
校
や
民
生
部
と
連
携
し
な
が
ら
、
胃
が
ん

予
防
の
効
果
に
つ
い
て
保
護
者
の
理
解
を
深

め
、
受
検
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

⑺
特
別
支
援
教
育
の
充
実

七
飯
町
教
育
委
員
会
事
務
局
に
、
特
別
支
援

教
育
担
当
指
導
主
事
を
継
続
配
置
す
る
と
と
も

に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
引
き
続
き
各
学

校
に
配
置
し
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
幼
稚
園
等
・
小
学
校
・
中
学
校
に

お
け
る
校
種
間
の
円
滑
な
接
続
の
た
め
、
教
育

支
援
委
員
会
を
開
催
し
、
適
正
就
学
の
た
め
の

相
談
・
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑻
環
境
教
育
の
充
実

七
飯
町
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
の

あ
る
大
沼
国
定
公
園
や
赤
松
街
道
な
ど
豊
か
な

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域

の
特
性
を
踏
ま
え
た
環
境
教
育
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
ご
み
処
理
と
資
源
活
用
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
向
け
た
実
践
的
教
育
を
推
進
し

ま
す
。

⑼
国
際
理
解
教
育
の
充
実

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
活
躍
し
、
信
頼
さ

れ
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
外
国
語
指
導
助

手
を
継
続
配
置
し
、
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に

よ
る
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
小
中
高
等
学
校
の
教
職
員
で
組
織
す

る
「
七
飯
町
小
中
高
英
語
教
育
連
携
協
議
会
」

活
動
の
活
発
化
を
図
り
、
英
語
の
教
科
化
に
向

け
た
小
学
校
教
育
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

昨
年
度
、
途
中
か
ら
実
施
し
た
各
学
校
便
り

を
抜
粋
し
て
日
本
語
と
英
語
で
表
記
し
た
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
「
A
P
P
L
E
S
&
G
R
A
P

E
S
」
を
、本
年
度
も
継
続
し
て
発
行
し
ま
す
。

⑽
防
災
・
安
全
対
策
の
充
実

施
設
、
設
備
、
通
学
路
の
安
全
点
検
等
、
教

職
員
全
体
で
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。「
事
件
・
事
故
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」、

「
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
や
「
不
審
者
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど
に
基
づ
き
、
実
践
的
な
防

災
・
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
や
子

ど
も
１
１
０
番
の
家
、
不
審
者
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
等
の
活
用
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
特
性
を
活
か
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
児

童
生
徒
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

⑾
食
に
関
す
る
指
導
の
充
実

栄
養
教
諭
に
よ
る
専
門
性
を
生
か
し
た
食
の

指
導
に
よ
り
、
児
童
生
徒
が
望
ま
し
い
食
習
慣

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
計
画
的

な
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
食
の
指
導
の
生
き
た
教
材
に
な
る

「
安
全
で
お
い
し
い
学
校
給
食
」
を
提
供
す
る

た
め
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
、
行
事
食
や
郷
土

料
理
も
含
め
た
献
立
、
食
事
内
容
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
併
せ
て
、
安
全
な
食
材
の
確
保
と
地

産
地
消
の
推
進
の
た
め
、
毎
月
「
七
飯
産
の

日
」
を
設
け
農
畜
産
物
な
ど
地
場
産
品
の
積
極

的
活
用
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
未
就
学
児
及
び
保
護
者
等
へ
の
給

食
試
食
会
を
開
催
し
、
学
校
給
食
及
び
給
食
セ

ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。
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第４ ⑿
育
英
基
金
制
度
の
充
実

進
学
の
意
欲
と
能
力
が
あ
り
な
が
ら
、
家
庭

の
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
高
校
、
大
学
等
へ
の

進
学
が
困
難
な
学
生
生
徒
に
対
す
る
奨
学
金
の

利
用
促
進
を
図
り
、
将
来
を
担
う
有
能
な
人
材

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

⒀
学
習
環
境
の
整
備
・
充
実

教
育
施
設
の
安
全
性
・
快
適
性
の
確
保
の
た

め
、
危
険
校
舎
の
改
築
等
を
行
う
と
と
も
に
、

質
の
高
い
学
校
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
学
校

図
書
や
教
材
備
品
、
情
報
教
育
に
必
要
な
機
器

の
整
備
な
ど
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

な
お
、
学
校
図
書
の
購
入
に
あ
っ
て
は
、
児

童
生
徒
の
読
書
意
欲
が
向
上
す
る
取
組
を
推
進

し
ま
す
。生

涯
学
習
の
推
進

　
七
飯
町
が
、
活
力
に
満
ち
た
町
と
し
て
発
展

す
る
た
め
に
は
、
個
性
豊
か
で
創
造
力
に
富
ん

だ
人
材
を
育
成
し
、
生
涯
を
通
じ
て
生
き
る
喜

び
が
実
感
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
が
重

要
で
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
度
を
初
年
度
と
す
る

第
3
次
七
飯
町
社
会
教
育
中
期
計
画
に
基
づ

き
、
引
き
続
き
町
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
自

然
や
歴
史
・
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
、
生
涯
に

わ
た
り
学
び
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学
習

推
進
体
制
を
確
立
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
習
機

会
の
拡
充
や
地
域
と
連
携
し
た
学
習
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
に
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
育

成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の

教
育
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
併
せ
て
、
郷
土

の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
文
化
意
識
の
高
揚
と
文

化
財
の
保
護
・
活
用
な
ど
、
文
化
施
策
を
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。

⑴
社
会
教
育
施
設
の
利
用
促
進

生
涯
学
習
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、

七
飯
町
文
化
セ
ン
タ
ー
、
七
飯
町
歴
史
館
、
大

中
山
コ
モ
ン
、
南
北
海
道
大
沼
婦
人
会
館
及
び

各
地
区
公
民
館
が
連
携
し
、
文
化
祭
、
老
人
大

学
、
公
民
館
講
座
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
実
施
や

図
書
資
料
の
活
用
な
ど
、
多
様
な
学
習
機
会
の

提
供
を
図
り
、
生
涯
学
習
機
能
の
充
実
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
が
目
立
つ
施
設
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
上
か
ら
も
計

画
的
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

⑵
青
少
年
の
健
全
育
成

七
飯
町
が
、
力
強
く
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
青
少
年
の
健
全
育
成
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の

た
め
、
体
験
・
交
流
活
動
、
社
会
活
動
等
へ
の

参
加
を
促
し
、
郷
土
を
愛
し
明
日
の
七
飯
町
を

担
う
心
豊
か
で
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
青
少

年
を
育
成
し
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
安
心
な
居
場
所
づ
く

り
、
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
放
課
後
子
ど

も
教
室
の
開
設
や
子
ど
も
会
活
動
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
支
援
、
子
ど
も
の
社
会
性
や
人
間
性
を
育

む
た
め
の
宿
泊
体
験
、
文
化
体
験
な
ど
青
少
年

育
成
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

⑶
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上

家
庭
教
育
は
、
子
ど
も
の
基
本
的
な
生
活
習

慣
・
生
活
能
力
・
豊
か
な
情
操
、
他
人
に
対
す

る
思
い
や
り
や
善
悪
の
判
断
な
ど
を
身
に
つ
け

る
上
で
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
学
力
や
体
力
を
向
上
さ
せ

る
う
え
で
も
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
は
不
可

欠
で
す
。

こ
の
た
め
、
学
校
と
家
庭
、
地
域
が
連
携
し

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
定
着
化
を
図
り
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
大
沼
地
区
で

は
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
習
得
す
る
た
め

の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

通
学
合
宿
を
実
施
し
ま
す
。

⑷
芸
術
・
文
化
の
振
興

芸
術
文
化
、
生
活
文
化
、
伝
統
文
化
な
ど
各

分
野
の
振
興
を
図
る
た
め
、
各
種
芸
術
文
化
団

体
等
へ
の
支
援
を
通
じ
て
創
作
活
動
を
奨
励

し
、
そ
の
発
表
の
場
と
し
て
パ
イ
オ
ニ
ア
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
吹
奏
楽
祭
な
ど
を
継
続
開
催
し

ま
す
。

ま
た
、
芸
術
文
化
活
動
に
対
す
る
助
成
制
度

な
ど
を
活
用
し
、
幅
広
く
町
民
を
対
象
と
し
た

芸
術
鑑
賞
の
拡
充
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

⑸
文
化
財
の
保
護
・
管
理
の
推
進

文
化
財
は
、
風
土
や
自
然
、
そ
し
て
、
そ
こ

に
住
む
人
々
の
営
み
の
中
で
育
ま
れ
、
長
い
歴

史
の
中
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
町
民
の
貴
重

な
財
産
で
す
。

こ
の
た
め
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
と
調
査
、

史
跡
の
保
存
整
備
、
こ
れ
ら
の
積
極
的
な
活
用

を
図
る
な
ど
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
の
ほ
か
民
俗
資
料
の
展
示
施
設

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
七
飯
町
歴
史
館
に
お

い
て
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
企
画
展
、
講
演

会
、
講
座
等
を
開
催
し
、
地
域
の
歴
史
や
文
化

に
触
れ
る
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

特
に
、
本
年
度
は
ガ
ル
ト
ネ
ル
に
は
じ
ま
る

西
洋
式
農
業
発
祥
１
５
０
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
農
業
史
に
関
す
る
特
別
展
を
開
催
し
て
ま

い
り
ま
す
。

⑹
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
め
る
よ
う
環
境
整

備
に
努
め
、
中
高
年
の
健
康
増
進
を
図
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
を
防
止

し
、
体
力
向
上
を
目
指
す
た
め
、
初
心
者
向
け

ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
競
技
会
な
ど
を
開
催
し
、
運

動
の
習
慣
化
を
図
り
ま
す
。

プ
ロ
や
実
業
団
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
を
積

極
的
に
進
め
、
子
ど
も
た
ち
の
運
動
能
力
の
向

上
を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
な
ど

ア
ス
リ
ー
ト
と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
健
康
増
進
や
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を

高
め
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
や
七
飯
町
に
関
わ

る
ア
ス
リ
ー
ト
等
の
活
躍
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

Ⅳ　

お
わ
り
に

以
上
、
平
成
29
年
度
の
教
育
行
政
方
針
に
つ

い
て
申
し
述
べ
ま
し
た
。

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
七
飯
町
の
子
ど
も

た
ち
は
、
郷
土
の
明
日
を
担
う
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
す
。

こ
の
子
ど
も
た
ち
を
、
自
立
し
た
個
人
と
し

て
、
社
会
の
形
成
者
と
し
て
成
長
さ
せ
る
こ
と

は
、
教
育
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
使
命
で
す
。

こ
の
た
め
、
七
飯
町
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
、
楽
し
く
、
そ
し

て
元
気
よ
く
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
教
育

環
境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
活
き
活

き
と
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

文
化
に
親
し
み
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
生

涯
学
習
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

七
飯
町
議
会
の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
、
新
年
度
の
教
育
行
政
方
針
と
い
た
し
ま

す
。
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▼
概　

要

一
般
会
計
と
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
２
１
７
億
１
６

８
９
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ

て
５
２
９
３
万
円
、
0.2
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

会
計
別
で
は
、
一
般
会
計
の
予
算
は
、

１
２
４
億
円
で
対
前
年
度
比
1.9
％
の
減
と

な
っ
て
お
り
、
特
定
の
事
業
を
行
う
５

つ
の
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、
84
億
７

０
０
０
万
円
で
対
前
年
度
比
3.5
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
会
計
で
あ

る
水
道
事
業
の
予
算
は
、
８
億
４
６
８
９

万
円
で
対
前
年
度
比
1.2
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

29
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
前
年
度
に

引
き
続
き
限
ら
れ
た
予
算
で
効
率
的
な
事

業
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
事
業
の
優
先
順

位
を
見
極
め
、予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計
歳
入

　

歳
入
の
主
な
内
訳
は
、
町
税
26
億
９
５

８
４
万
円
（
前
年
度
当
初
予
算
25
億
５
８

５
１
万
円 

5.4
％
増
）、
地
方
交
付
税
31
億

７
０
０
０
万
円
（
同
32
億
５
０
０
０
万
円

2.5
％
減
）、
国
や
道
か
ら
の
補
助
金
や
委
託

金
な
ど
は
24
億
９
２
９
６
万
円
（
同
26
億

４
７
７
５
万
円
5.8
％
減
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。

▼
一
般
会
計
歳
出

　

歳
出
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
児
童

福
祉
な
ど
に
支
出
す
る
民
生
費
が
38
億
３

３
１
１
万
円
（
前
年
度
当
初
予
算
37
億
４

１
１
８
万
円 

2.5
％
増
）、
学
校
や
教
育
施

設
の
整
備
の
教
育
費
が
17
億
２
２
４
５
万

円
（
同
22
億
７
９
１
８
万
円
24.4
％
減
）、
道

路
河
川
・
町
営
住
宅
・
公
園
等
の
建
設
や

維
持
に
係
る
土
木
費
が
17
億
８
６
９
１
万

円
（
同
20
億
７
３
５
１
万
円
13.8
％
減
）、
職

員
の
給
与
や
研
修
の
た
め
の
支
出
で
あ
る

職
員
費
が
12
億
７
４
５
５
万
円
（
同
12
億

６
０
１
５
万
円
1.1
％
増
）、
町
が
借
入
し
た

お
金
の
返
済
で
あ
る
公
債
費
が
10
億
５
７

４
２
万
円
（
同
10
億
５
３
１
０
万
円
0.4
％

増
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
特
別
会
計
等

　

一
般
会
計
に
対
し
、
特
定
の
事
業
の
た

め
に
設
け
ら
れ
た
会
計
を
特
別
会
計
と
い

い
ま
す
。

　

当
町
の
特
別
会
計
は
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
・
下
水
道

事
業
・
土
地
造
成
事
業
の
５
つ
の
特
別
会

計
と
企
業
会
計
（
原
則
町
税
を
収
入
財
源

と
せ
ず
、
独
立
採
算
制
を
追
求
す
る
企
業

的
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
）
で
あ
る
水

道
事
業
会
計
が
あ
り
、
平
成
29
年
度
の
特

別
会
計
及
び
企
業
会
計
予
算
の
概
要
は
次

表
の
と
お
り
で
す
。

　

特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
の
総
額

は
93
億
１
６
８
９
万
円
（
前
年
度
当
初
予

算
90
億
２
３
９
６
万
円
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。

平成29年度

予算総額
億
万円
　
平
成
29
年
度
の
当
初
予
算
が
、
三
月

定
例
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
お
金
を
使
う

の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
一
年
間
の
収
入
と
支
出
の
見
積

で
あ
る
予
算
に
つ
い
て
一
般
会
計
を
中

心
に
説
明
し
ま
す
。

会　　計　　名 予　算　額 対前年比
特 別 会 計 84億7,000万円 ＋3.5％
国 民 健 康 保 険 42億6,500万円 ＋1.3％
後期高齢者医療 3億9,400万円 ＋1.5％
介 護 保 険 27億3,900万円 ＋7.3％
下 水 道 事 業 10億7,100万円 ＋3.5％
土 地 造 成 事 業 100万円 －23.1％

水道事業（企業会計） 8億4,689万円 ＋1.2％
合　　　計 93億1,689万円 ＋3.2％

■平成29年度特別会計・企業会計予算概要

億 万円

億 万円

公債費
10.6億円（8.5％）

衛生費
8.5億円（6.8％）

総務費
5.5億円（4.5％）

消防費
5.7億円（4.6％）

農林水産業費
4.5億円（3.6％）

商工費
1.6億円（1.3％）

その他
1.5億円（1.2％）

町税
27.0億円
（21.7％）

地方交付税
31.7億円
（25.6％）

その他
14.1億円
（11.5％）

国庫支出金
16.5億円
（13.3％）

道支出金
8.4億円（6.8％）

町債
17.4億円（14.0％）

繰入金
8.9億円（7.1％）

議会費
･･････････1.0億円

労働費
･･････････0.4億円

予備費
･･････････0.1億円

地方譲与税
･････････1.1億円

各種交付金
･････････5.9億円

分担金及び負担金
･････････1.6億円

使用料及び手数料
･････････2.3億円

諸収入
（寄付金含む）
･････････2.9億円

財産収入
（繰越金含む）
･････････0.3億円

民生費
38.3億円
（30.9％）

土木費
17.9億円
（14.4％）

教育費
17.2億円
（13.9％）

職員費
12.7億円
（10.3％）
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平成29年度予算 （1人当たり433,915円）

民生費
134,133円
高齢者や
障がい者、
子どものため
の福祉など

土木費
62,530円
町道・河川や公園の
維持管理など

衛生費
29,715円
ごみ・し尿処理、
予防接種や
各種健診など

農林水産業費
15,760円
農業、水産業の
振興など

消防費
19,784円
防災、消火・水防に
係る経費など

総務費
19,474円
財産管理や企画、税務、
戸籍事務など

教育費　60,274円
学校や公民館の
整備など

公債費
37,002円
町債など
借入金の返済

その他　5,159円
議会の運営（議会費）、労働者の就労
支援（労働費）や不測時の支出など

職員費
44,600円
職員給与や職員研修など

商工費
5,484円
産業の振興や観光など

※ 平成29年2月末現在の
人口28,577人を基に
計算しております

め

注釈　上段：平成29年度当初予算　下段：平成28年度当初予算

27.0億円
25.6億円

1.6億円
1.8億円

8.9億円
7.9億円

2.9億円
2.2億円
2.3億円
2.2億円

31.7億円
32.5億円

17.4億円
21.2億円

16.5億円
18.7億円

8.4億円
7.7億円

1.1億円
1.0億円

5.3億円
4.7億円

0.9億円
0.9億円

38.3億円
37.4億円

17.9億円
20.7億円

17.2億円
22.8億円

12.7億円
12.6億円

10.6億円
10.5億円

8.5億円
8.4億円

5.7億円
4.8億円

5.5億円
5.0億円

4.5億円
1.3億円

1.6億円
1.4億円

1.5億円
1.5億円

民生費

土木費

教育費

職員費

公債費

衛生費

消防費

総務費

農林水産業費

商工費

その他

七飯町の組織機構の見直しについて
　町では、住民サービスの向上と、行政運営の効率化を図るため、組織機構の見直しを行いました。この度の見直
し後の概要は、次のとおりとなっております。
　
■総務部政策推進課新幹線対策係の廃止
　北海道新幹線の開業から１年を経過したところであり、総務部政策推進課で所管する業務内容の見直しを行い、
総務部政策推進課新幹線対策係を廃止し、総務部政策推進課地域活性係に業務を移管します。
　【見直し前】
政策推進課 政策調整係、新幹線対策係、地域活性係、広報統計係、交流推進係

　【見直し後】
政策推進課 政策調整係、地域活性係、広報統計係、交流推進係

※４月１日付け人事異動については、５月号に掲載します。
【お問い合わせ先】総務部総務財政課総務係　☎65‒5791



平成29年度

■ 安全・便利なまち 〔生活基盤分野〕〔生活基盤分野〕
・町道整備の促進 ･･･････････････････1億7,150万円
・道路付属物点検委託 ･･････････････････ 2,600万円
・橋梁長寿命化事業 ････････････････････ 9,050万円
・除雪車両購入 ････････････････････････ 3,800万円
・路線バスＩＣカード定期券システム導入補助 ････ 21万円
・防犯灯及び街路灯等ＬＥＤ化事業 ････････ 2,851万円
・外灯維持費等助成 ･･････････････････････757万円

・受贈救急車高規格化改修整備 ･･････････ 2,374万円
・器材搬送車購入 ････････････････････････961万円
・軍川下流排水路整備 ･･････････････････ 3,600万円
・湯出川総合流域防災事業（武佐川設計委託） ･･ 2,400万円
・新総合行政システム移行業務委託 ･･･････ 8,100万円
・コンビニ証明書交付システム保守 ･･････････389万円

■ 快適なまち 〔環境保全分野〕〔環境保全分野〕
・河川水質検査 ･･････････････････････････290万円
・空地雑草刈取 ･･････････････････････････679万円
・有害鳥獣対策 ･･････････････････････････464万円
・合併処理浄化槽設置整備補助 ･･････････ 1,136万円
・資源ごみ分別回収奨励 ･･････････････････380万円
・廃棄物処理施設算定等業務委託 ･･････････684万円
・渡島廃棄物処理広域連合負担金 ･････3億1,777万円

・南渡島衛生施設組合負担金 ････････････ 5,654万円
・水道施設改良事業 ･････････････････2億2,343万円
・公共下水道整備 ･･･････････････････1億8,120万円
・下水道事業の地方公営企業法適用関連業務 ･･ 1,845万円
・公園施設改築更新事業 ････････････････ 4,720万円
・合同納骨塚整備事業 ････････････････････972万円

■ ふれあい・安心のまち 〔保健・医療・福祉分野〕〔保健・医療・福祉分野〕
・休日・夜間医療体制 ････････････････････765万円
・道南ドクターヘリ運航 ････････････････････267万円
・疾病予防対策事業 ････････････････････ 6,859万円
・母子保健対策事業 ････････････････････ 2,154万円
・成人保健対策事業 ････････････････････ 2,509万円
・医療費助成制度の拡充 ･････････････1億9,891万円

・地域貢献ポイント制度委託事業 ････････････320万円
・ひとり暮らし高齢者等支え合い事業 ･････････911万円
・福祉灯油助成事業 ･･････････････････････421万円
・高齢者入浴助成事業 ････････････････････533万円
・長寿敬老祝金品贈呈 ････････････････････233万円
・総合保健福祉計画等策定 ･･････････････ 1,721万円

■ 育むまち 〔子育て・教育・文化分野〕〔子育て・教育・文化分野〕
・病児保育事業 ････････････････････････ 1,534万円
・学童保育クラブ入所補助金 ･･･････････････204万円
・子育て支援センター事業 ･････････････････348万円
・子ども・子育て支援給付事業 ････････6億1,215万円
・学校教育指導主事の配置 ････････････････257万円
・特別支援教育支援員の配置 ････････････ 1,236万円
・学習支援員の配置 ････････････････････ 1,236万円
・学校図書の充実 ････････････････････････450万円

・大中山小学校改築事業 ･････････････9億6,015万円
・生涯学習社会の構築 ････････････････････753万円
・社会教育施設の整備改修 ･･････････････ 5,606万円
・生涯スポーツの振興 ･･･････････････････ 2,022万円
・スポーツ施設の整備 ･････････････････････732万円
・地域文化の育成 ････････････････････････436万円
・国内・国際交流事業 ･･････････････････ 1,891万円
（米国コンコード町との姉妹都市提携２０周年記念事業含む）

■ 活気とにぎわいのまち 〔産業振興分野〕〔産業振興分野〕
・新野菜広域流通施設整備事業 ･･････････ 8,000万円
・大沼べこっ子まつり事業 ･･･････････････････ 70万円
・酪農ヘルパー事業利用補助 ･･････････････200万円
・多面的機能支払事業補助 ･･････････････ 7,209万円
・町有林の整備促進 ･･････････････････････661万円
・商工業者経営安定化資金貸付事業 ･･････ 3,500万円
・七飯町商工会経営基盤等への支援 ････････650万円
・物産支援事業 ････････････････････････ 3,874万円

・地域おこし協力隊による観光振興 ･･････････364万円
・観光イベントの充実 ･･････････････････････610万円
・環駒ケ岳広域観光振興の推進 ････････････147万円
・観光パンフレット等作成 ･･･････････････････445万円
・観光ガイド整備事業 ･････････････････････217万円
・城岱牧場展望台活用事業 ････････････････210万円
・小学生を対象とした新幹線体験ツアー事業 ････ 26万円
・道の駅整備及び運営事業 ･･･････････6億2,713万円

平成29（2017）年４月号広報 12



　４月より、これまでの本町地区の地域センターに加え、旧鶴野小学校・大中山地域体育館附属会館も各地区の地域セン
ターとしてオープンします。会議等にご利用ください。

鶴野地域センター
（旧鶴野小学校） 部屋の広さ

利用可能時間・料金
午前９時～正午 午後１時～５時 午後６時～９時

研修室１・２・３ 各 約４８㎡（１４．５坪 / ２９畳） ７３０円 ９５０円 １，１５０円
研修室４・５ 各 約５１㎡（１５．５坪 / ３１畳） ８４０円 １，０５０円 １，３７０円
屋内運動場 約３４７㎡ （１０５坪 / ２１０畳） ３，０００円 ４，３００円 ４，８００円

大中山地域センター
（大中山地域体育館附属会館） 部屋の広さ 利用可能時間・料金

研修室１ 約６５㎡  （１９坪 / ３８畳）
午前９時～正午 午後１時～５時 午後６時～９時

１，１００円 １，３７０円 １，７９０円
貸室１（※年間利用） 約６５㎡  （１９坪 / ３８畳） ※年間料金　　３３４，２９０円

・利用可能なのは法人及び団体で、個人の利用はできません。
・利用にあたっては事前の申請が必要です。
・掲載している料金は基本料金です。条件（季節等）により変更となる場合があります。
・貸室１は１カ月単位等での利用も可能です。
・その他、利用については 担当：総務部総務財政課財産管理係☎６５－２５１１（内線２２７・２２８）
　または町ＨＰにてご確認ください。

国道５号線 国道５号線

新たな地域センター利用開始のお知らせ
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「道の駅」農産物直売コーナー出荷登録者の募集について「道の駅」農産物直売コーナー出荷登録者の募集について
　七飯町では、現在峠下地区に整備を進めている「道の駅」（平成30年3月開業予定）農産物直売
コーナーにおいて、町内の安心で安全な農産物等を出荷していただける方を募集します。※なお、出
荷者の決定については、審査・調整後となっています。（秋頃予定）

●募集内容
　【応募資格】
　　・七飯町内に在住している者
　　・七飯町内で農産物等を栽培する個人もしくは法人
　【募集する品目】
　　・出荷者自らが栽培した野菜類、果実類、穀類、花類等の農産物および椎茸等の林産物等
　　※花類は延命剤処理したものに限る。
　【出荷物の条件】
　　・農薬等の使用状況を記入した栽培履歴を提出できる農産物等（花類は除く）
　【販売方法】
　　・農産物直売コーナーが販売の委託を受ける、委託販売方式とします。
　　・ 出荷方法は、出荷者自らがそれぞれの責任で商品搬入、包装、値付け（ラベル貼付も含む）

を行い、売り場への陳列までとします。
　【委託販売手数料】
　　・販売価格の１７％程度　※ラベル代は別途
　【申込方法】
　　・ 役場２Ｆ経済部商工観光課、大沼・大中山出張所に配置する「農産物直売コーナー出荷登

録申込書」をご記入の上、持参、郵送（当日消印有効）、ＦＡＸ、電子メールのいずれかで
ご応募ください。

　【出荷決定】
　　・出荷者の決定については、審査・調整後となっています。（秋頃予定）
　　※ 農産物直売コーナーは、通年通して多品種な農産物の販売を想定しており、出荷調整させ

ていただくことがあります。予めご了承願います。
　【申込期限】
　　・5月19日（金）　※当日消印有効

【お問い合わせ先】
　経済部商工観光課
　住　所：〒041-1192　七飯町本町6丁目1-1
　ＴＥＬ：65-2517　　ＦＡＸ：66-2054
　電子メール：shoukoukankou@town.nanae.hokkaido.jp
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七飯町「道の駅」民間活力導入事業
公募型プロポーザルの参加事業者を募集します
　道の駅に必要な地域連携機能である飲食提供機能、特産品等販売機能、文化振興機能は、集客の
核となる機能であり、専門的なノウハウが必要となる事から、道の駅と同一敷地内に民間活力の導
入を図り、「道の駅」と相互に連携し、集客への相乗効果を期待するものです。
　プロポーザルの詳細は４月１０日（月）以降に町HPをご覧いただくか、経済部商工観光課商工
支援係までお問い合わせ願います。

地場産品販売コーナー／農産物直売所
七飯町で事業展開している商業者や生産者の商品を中心に、
周辺市町・姉妹都市産品や新鮮野菜を提供します。

インフォメーション
観光情報及び道路情報、地域情報の提供を行います。
食や食に係る歴史・文化をテーマとした情報発信も行います。

無料休憩・飲食コーナー
利用者が無料で休憩できるコーナーを設置します。また、町
内産農畜産品を素材としたテイクアウトの飲食を提供します。

地域交流スペース
町民の交流イベント・料理教室、展示等多様な使い方ができ
るよう開放性の高い建具を活用した交流スペースです。

※写真はイメージです※写真はイメージです ※写真はイメージです※写真はイメージです

※写真はイメージです※写真はイメージです ※写真はイメージです※写真はイメージです

七飯町の道の駅には、道路情報・観光情報等の情報コー七飯町の道の駅には、道路情報・観光情報等の情報コー

ナー、２４時間トイレ、無料休憩コーナー、飲食コーナー、ナー、２４時間トイレ、無料休憩コーナー、飲食コーナー、

地場産品販売コーナ、農産物直売所などを設置します。地場産品販売コーナ、農産物直売所などを設置します。

具体的には、下記のようなイメージを予定しています。具体的には、下記のようなイメージを予定しています。
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地
方
創
生
〜
北
洋
銀
行
の
取
組
み
事
例
〜

　

北
洋
銀
行
は
地
域
産
業
を
支
援
す
る
た
め
の
専

門
部
署
で
あ
る
「
地
域
産
業
支
援
部
」
を
８
年
前

に
新
設
し
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
新
幹
線
開
業
効
果
を
青
函
地
域
は
も

ち
ろ
ん
、
ほ
か
の
地
域
の
観
光
振
興
に
広
げ
る
た

め
、
観
光
等
の
６
次
産
業
化
等
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
観
光
地

域
づ
く
り
で
重
要
な
要
素
は
「
稼
ぐ
力
」
と
「
人

材
」
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

北
海
道
の
観
光
消
費
額
は
1.8
兆
円
と
試
算
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
稼
ぐ
観
光
を
促
進
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
七
飯
町
で
も
計
画
さ
れ

て
い
る
「
道
の
駅
」
は
稼
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
り
得
ま
す
。
観
光
客

を
呼
び
込
む
た
め
の
地
域
産
品
の
販
売
に
と
ど
ま

ら
ず
、
地
域
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
、
事
業
拡
大

に
よ
る
地
域
商
社
へ
の
発
展
、
人
・
物
の
交
流
拠

点
と
し
て
の
活
用
に
よ
る
地
域
へ
活
力
を
呼
び
込

む
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
、「
稼
ぐ
力
」
の
引
き

上
げ
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
稼
ぐ
力
」
の
向
上
を
け
ん
引
す
る

「
人
材
」
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
回
の
観
光
バ
ス

会
社
の
事
例
は
、
観
光
振
興
の
た
め
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
観
光
資
源
の
発
掘
と
磨
き
上

げ
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
道
内
観
光
の
大
き
な

課
題
で
あ
る
２
次
交
通
を
構
築
し
つ
つ
、
同
時
に

観
光
素
材
を
作
り
上
げ
る
複
合
的
な
課
題
へ
の
挑

戦
で
す
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
、
従
来
の
発
想
に
と
ら
わ
れ
な
い
人
材
も
必

要
で
す
。

　
「
稼
ぐ
力
」
向
上
の
枠
組
み
作
り
と
そ
れ
を
行

う
「
人
材
」
こ
そ
が
北
海
道
観
光
を
ブ
レ
イ
ク
ス

ル
ー
す
る
の
で
す
。
北
洋
銀
行
は
道
内
の
各
地
方

公
共
団
体
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
観
光

振
興
に
積
極
的
に
関
与
し
、
観
光
の
「
稼
ぐ
力
」

の
取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

塚
見　

孝
成　

氏

　

北
洋
銀
行
常
務
執
行
役
員

　

 　
昭
和
30
年
生
ま
れ
、
昭
和
54
年
同
志
社
大
学

経
済
学
部
卒
業
。
昭
和
54
年
株
式
会
社
北
海
道

拓
殖
銀
行
入
行
、
平
成
10
年
株
式
会
社
北
洋
銀

行
入
行
、
業
務
推
進
部
長
、
地
域
産
業
支
援
部

長
、
執
行
役
員
地
域
産
業
支
援
部
長
、
常
務
執

行
役
員
地
域
産
業
支
援
部
長
を
経
て
、
現
在
、

常
務
執
行
役
員
地
域
産
業
支
援
部
審
議
役
。

　
失
敗
か
ら
学
ぶ
観
光
事
業
再
生

　

例
え
ば
、
ひ
と
つ
の
旅
館
が
成
功
す
る
と
そ
の

デ
ザ
イ
ン
を
真
似
す
る
、
そ
の
「
真
似
」
が
き
ち

ん
と
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
、
新
た
な
考
え
と

な
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
れ
ば
別
で
す
が
、
た
だ
の

二
番
煎
じ
、
ど
れ
も
み
な
同
じ
雰
囲
気
に
な
り
個

性
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
お
料
理
も
地
産
地
消
と

い
い
な
が
ら
、
全
国
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
料
理
に
な

り
が
ち
。
セ
ン
ス
を
磨
い
て
い
れ
ば
、
も
っ
と
工

夫
す
る
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

お
客
さ
ま
の
レ
ベ
ル
が
高
く
な
り
、
リ
ク
エ
ス

ト
も
多
様
化
し
て
い
る
中
で
、
北
海
道
は
残
念

な
こ
と
に
自
然
一
流
、
施
設
二
流
、
料
理
三
流
、

サ
ー
ビ
ス
四
流
、
観
光
関
係
者
の
意
識
は
五
流
と

ま
で
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
通
り
に
す
る
こ
と
で
、
95
％
の
満
足
は
得
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
あ
と
の
5
％
の

added value
（
付
加
価
値
）
が
顧
客
満
足
度
を

確
固
た
る
も
の
に
し
ま
す
。
あ
り
き
た
り
の
サ
ー

ビ
ス
を
超
え
る
「
お
も
て
な
し
は
期
待
を
裏
切
る

気
遣
い
」
で
す
。

　

ニ
セ
コ
で
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
、
羊
蹄
山
、
温
泉

な
ど
に
「
価
値
」
を
見
出
し
た
の
は
外
国
人
で

す
。
数
字
に
は
シ
ビ
ア
な
割
に
、
効
率
性
や
生
産

性
と
は
真
逆
の
ゆ
と
り
の
あ
る
発
想
や
従
来
の
価

値
観
に
し
ば
ら
れ
な
い
思
考
、
地
域
の
魅
力
の

伝
え
方
も
上
手
で
す
。
自
分
の
地
域
を
誇
り
に
思

い
、
楽
し
く
、
満
足
度
高
く
生
活
し
て
い
る
場
所

こ
そ
が
、
魅
力
的
な
場
所
で
あ
り
、
訪
れ
た
方
を

魅
了
し
ま
す
。「
情
熱
」
あ
る
人
た
ち
が
、
土
地

の
歴
史
に
寄
り
添
っ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
す
る

こ
と
で
「
こ
の
町
に
行
き
た
い
、
こ
の
宿
に
泊
ま

り
た
い
、
こ
の
人
に
会
い
た
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ

が
生
ま
れ
ま
す
。

　
「
自
然
」「
文
化
」「
伝
統
」「
食
」
な
ど
日
本
の

ロ
ー
カ
ル
な
魅
力
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
地
域
が

つ
な
が
り
、
人
が
結
ば
れ
、
そ
し
て
日
本
の
感
動
や

本
物
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
微
力

な
が
ら
お
手
伝
い
で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

松
橋　

京
子　

氏

　

内
閣
府
地
域
活
性
化
伝
道
師
、

　

坐
忘
林
お
も
て
な
し
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

　

 　
共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
卒
業
。
東
京
新
聞

シ
ョ
ッ
パ
ー
社
編
集
長
を
経
て
、
平
成
11
年
か

ら
北
海
道
と
東
京
に
地
域
居
住
を
開
始
。
株
式

会
社
ア
ン
ビ
ッ
ク
ス
本
社
企
画
室
長
と
し
て
市

町
村
温
泉
事
業
や
旅
館
ホ
テ
ル
再
生
事
業
に
関

わ
る
。
元
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光
協
会
代
表
取

締
役
、
定
山
渓
鶴
雅
リ
ゾ
ー
ト
ス
パ
森
の
謌
執

行
役
員
支
配
人
、
札
幌
商
工
会
議
所
観
光
部
会

副
分
科
会
長
を
務
め
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
ニ

セ
コ
坐
忘
林
開
業
準
備
室
長
、
女
将
）
と
し
て

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
宿
を
立
ち
上
げ
、
現
在
に
至

る
。

七飯大沼観光フォーラム「観光地域づくりによる地方創生」
金融・観光のプロフェッショナルが語る、大沼のこれから。
七飯大沼観光フォーラム「観光地域づくりによる地方創生」
金融・観光のプロフェッショナルが語る、大沼のこれから。

　３月９日、大沼国際セミナーハウスで開催された観光フォーラム
には、地域の内外から多くの来場者が訪れました。次のとおり講演
内容をご紹介します。
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国民健康保険税の税率を改正します　
　先月の広報誌でもお知らせしましたが、七飯町の国民健康保険財政は大変厳しい状況にあ
り、経常的に赤字となっています。平成３０年度の国保財政運営の都道府県化を見据え、また、
将来にわたって安定した財政運営を継続できるよう、国保税率を引き上げることとしました。
　今回の改正は、後期高齢者支援金分の変更が柱となっています。
　これは、後期高齢者医療保険の財政運営のしくみの中で、各健康保険から支援金が拠出されており、その財源
は皆様が納めている国保税の中の「後期高齢者支援金分」とされています。年々高齢化が進み、後期高齢者に係
る医療費負担が増加し、それに伴って国保から拠出する後期支援金分も増加していますが、当町の税率は据え置
いたままとなっていました。今回は、その拠出分と税収入の均衡を図るための改正となっています。
　改正点は次の表のとおりで、後期高齢者支援金分の所得割を０．５％、均等割を１２，４００円引き上げ、資産割
を廃止します。また、賦課限度額を国の基準に合わせるため、医療給付費分と後期支援金分をそれぞれ２万円引き
上げます。
　被保険者の皆様におかれましては、ご負担が増えることとなりますが、
「支えあい助け合う」という健康保険制度の趣旨をご理解いただきまして、
ご協力をお願いします。
　なお、今年度の国保税の納税通知書は６月中旬に発送します。

◆国保税率の比較

項　　目
変更前（平成２８年度）

医療給付費分 後期高齢者
支援金分 介護納付金分 計

所得割 8.0 ％ 2.0 ％ 2.1 ％ 12.1 ％
資産割 38.0 ％ 10.0 ％ 9.5 ％ 57.5 ％
均等割（一人当たり） 23,000 円 5,000 円 9,000 円 37,000 円
世帯割（一世帯当たり） 25,000 円 6,000 円 7,000 円 38,000 円
賦課限度額 520,000 円 170,000 円 160,000 円 850,000 円

項　　目
変更後（平成２９年度）

医療給付費分 後期高齢者
支援金分 介護納付金分 計

所得割 8.0 ％ 2.5 ％ 2.1 ％ 12.6 ％
資産割 38.0 ％ 0.0 ％ 9.5 ％ 47.5 ％
均等割（一人当たり） 23,000 円 17,400 円 9,000 円 49,400 円
世帯割（一世帯当たり） 25,000 円 6,000 円 7,000 円 38,000 円
賦課限度額 540,000 円 190,000 円 160,000 円 890,000 円

【参考】平成２７年度の医療費及び国保税額の渡島管内市町比較

一人当たりの医療費　　　　　　　　　　　　 　　　　 一人当たりの国保税額
保険者名 （単位：円） 渡島順位 全道順位 保険者名 （単位：円） 渡島順位 全道順位
松 前 町 466,794 1 8 鹿 部 町 132,172 1 17
福 島 町 454,537 2 14 八 雲 町 114,731 2 44
八 雲 町 419,033 3 34 長万部町 110,432 3 55
知 内 町 414,278 4 37 知 内 町 101,674 4 78
七 飯 町 410,859 5 39 森 町 98,007 5 87
木古内町 408,509 6 41 函 館 市 90,039 6 107
函 館 市 403,065 7 46 北 斗 市 88,003 7 112
長万部町 396,013 8 53 木古内町 86,874 8 118
北 斗 市 390,584 9 59 福 島 町 86,024 9 120
森 町 384,705 10 69 松 前 町 84,431 10 127
鹿 部 町 321,931 11 131 七 飯 町 82,479 11 131
※  順位は、渡島11市町及び全道157市町村の順位となっています。
　 この表で比較すると、医療費負担は全道では、上位（39 位）となっていますが、その財源となる国保税は下位（131位）
となっています。また、渡島管内では、医療費は5位ですが、国保税は最下位の11位となっている現状です。
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介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
要
支
援
の
方
が
利
用
す
る
訪
問
介
護
（
ヘ
ル
パ
ー
）・

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
は
、
町
が
指
定
す
る
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
並
び
に
介
護
認
定
を
更
新
す
る
際
の
手
続
き
方
法
が
一
部
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

◎
主
な
変
更
内
容

１ 

．
要
支
援
２
の
方
が
週
１
回
通
所
介
護

を
利
用
し
た
場
合
、
要
支
援
１
の
方
と

同
じ
料
金
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

２ 

．
従
来
通
り
の
基
準
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

に
加
え
て
、
新
た
に
生
活
援
助
中
心
型

の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

３ 

．
訪
問
介
護
又
は
通
所
介
護
の
み
利
用

し
て
い
る
要
支
援
の
方
が
介
護
認
定
を

更
新
す
る
場
合
、
従
来
か
ら
実
施
し
て

い
る
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
に
よ
る

審
査
の
他
に
、
手
続
き
が
簡
単
な
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
審
査
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
た
に
「
事
業

対
象
者
」
と
い
う
利
用
枠
が
で
き
ま
し

た
。

◎
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ま
へ

〜
総
合
事
業
開
始
に
伴
う
注
意
点
〜

　

総
合
事
業
は
４
月
以
降
に
新
規
で
要
支

援
１
・
２
、
事
業
対
象
者
（
要
支
援
状

態
）
と
認
定
を
受
け
た
方
か
ら
利
用
開
始

と
な
り
ま
す
。

　

現
在
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、
円
滑
に
総
合
事
業
へ
移
行
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
介
護
認
定
が
更
新
さ
れ

る
ま
で
の
間
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
サ
ー

ビ
ス
内
容
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
の
で
、
上
記
に
記
載
し
て
い
る
１
、

２
の
変
更
内
容
は
、
介
護
認
定
が
更
新
さ

れ
５
月
以
降
要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た

場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

３
に
記
載
し
た
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
に
よ
る
審
査
は
、
４
月
末
に
要
支
援

認
定
期
間
が
終
了
と
な
る
方
か
ら
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
よ
る
手
続
き
は
、
要
支
援
認
定
期
間

が
終
了
と
な
る
月
の
初
日
か
ら
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
４
月
末
に
要
支
援
認

定
期
間
が
終
了
す
る
方
は
４
月
３
日
㈪
か

ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
よ
る
審
査
を
ご
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支

援
専
門
員
）
又
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

民
生
部
福
祉
課
介
護
保
険
係   

☎
65
‐
２
５
１
１

（
内
線 

１
２
３
・
１
２
４
・
１
２
５
）

介
護
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
安
心
な
な
え

（
民
生
部
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係
）　

☎
66
‐
２
４
８
８

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
総
合
事
業
）
が
始
ま
り
ま
す

（
総
合
事
業
）
が
始
ま
り
ま
す

４月
から

■ 均等割２割・５割軽減の範囲が見直しされました
【平成28年度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【平成29年度から】

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合 所得が次の金額以下の世帯
３３万円＋
（２６万５千円×世帯の被保険者数） ５割軽減 ３３万円＋

（２７万円×世帯の被保険者数）
３３万円＋
（４８万円×世帯の被保険者数） ２割軽減 ３３万円＋

（４９万円×世帯の被保険者数）

■所得割の軽減割合が見直しされました
【平成28年度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【平成29年度から】

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合 軽減割合
所得から33万円を引いた額が58万円以下の方） ５割軽減 ２割軽減

■被用者保険の被扶養者だった方の軽減割合が見直しされました
【平成28年度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【平成29年度から】

区分 所得割 均等割 均等割
被用者保険の被扶養者だった方 かかりません ９割軽減 ７割軽減

▼所得の状況により、均等割の軽減割合が９割、または８．５割に該当することがあります。

平成２９年度の保険料額は、７月に個別にお知らせします。

【お問い合わせ先】・北海道後期高齢者医療広域連合　〒０６０－００６２　
　　　　　　　　  札幌市中央区南２条西１４丁目　国保会館６階　☎０１１－２９０－５６０１
　　　　　　　　・民生部住民課医療児童助成係　☎６５－２５１３

←函館バス時刻表
　Ｐ19～Ｐ24を取り外してご利用ください。
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ドクガの幼虫に注意と対策を！　皮膚炎を引き起こす虫　春～夏、皮膚炎

　平成28年春に町内でドクガの発生が確認されています。幼虫（春～夏、秋）
①どんな虫？
●キイチゴ、ハマナス、イタドリを好んで食害します。
● 皮膚のかゆみ、炎症を引き起こす毒針毛（どくしんもう）
をもっています。 

● 小さいうちは集団で行動しますが、6月頃になると分
散しはじめ、上記以外の植物も食害します。

●体色は、黒とオレンジの2色です。 
●初夏に最も大きくなり、4cm程度になります。
②被害は…《主に春～夏》　
● 毒針毛が刺さると、数分から数時間でかゆみを生じ、
赤く腫れあがります。

● 毒針毛は、風で飛散するため、離れていても皮膚炎を
引き起こすことがあります。
● 6 ～ 7月上旬、空き地の草刈や庭木のせん定中に幼虫
の被害にあいます。 
③対策
●空き地は、春に草刈をしましょう。 
● 過去に発生したことがある場所
は、春先に幼虫が発生していな
いか確認しましょう。

【お問い合わせ先】民生部環境生活課生活環境係　☎６５－２５１６
幼虫

足跡

ヒグマを引き寄せてしまうので、
不法投棄はやめましょう

ヒグマに注意してください ヒグマに注意してください 
　この時期は、冬ごもり（冬眠）から目覚めたヒグマが食べ物を求め、活発に行動します。山菜採りや山登りな
どでヒグマと遭遇することが特に多く、例年北海道では、ヒグマによる死傷事故が発生しております。七飯町で
は死傷事故はありませんが、万が一のことがないよう次のことに注意してください。
１．山菜採りや山登りなどで山に行く方へ
　⑴単独での行動はなるべく避け、複数で行動してください。 
　⑵ 鈴やラジオを携帯するなど、常に音を出してヒグマに人の存在を教え

てください。
　⑶ 襲われたときに備え、クマ撃退スプレーや鉈（なた）を携帯してくだ

さい。 
　⑷ 足跡、フン、食べた跡などのヒグマの痕跡を発見した場合は、すぐに

引き返してください。
　　 また、ヒグマを引き寄せてしまうことがあるため、ごみは必ず持ち

帰ってください。
　⑸ 子グマを見つけた時は、必ず近くに母グマがいるため、すぐに引き返

してください。
２．一般の方へ
　⑴ ごみを道路などに捨てないようにしてください。特に山際の道路では

絶対にごみを捨てないよう、ご協力をお願いいたします。
　⑵農作業に従事している方は、畑周辺の草刈りを定期的に行ってください。
※人里近くでヒグマを目撃した場合は、担当までご連絡ください。
※ 熊に遭遇した対応方法について、環境省で作成しているマニュアル及びパンフレットが掲載されたＵＲＬを掲
載しますので、ご覧ください。

　https://www.env.go.jp/nature/choju/docs/docs5-4a/index.html
　https://www.env.go.jp/nature/choju/docs/docs5-4a/kids/index.html
　また、町ＨＰトピックス欄にヒグマ出没情報マップを掲載していますので、ご参照ください。
問民生部環境生活課自然環境係　　☎６７－５８５５
　土日・祝日の場合は、役場代表　☎６５－２５１１
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春の大沼湖畔をチームで走ろう！！第６４回
大沼湖畔駅伝競走大会
町制施行６０年記念

　

町
内
14
件
の
農
業
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
『
ア
グ
リ

ネ
ッ
ト
な
な
え
』
の
長
年
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、「
わ

が
村
は
美
し
く

－

北
海
道
」
運
動　

第
8
回
コ
ン
ク
ー

ル
函
館
ブ
ロ
ッ
ク
に
て
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
団

体
は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
取
り
組
む
農
業
者
の
連
携

と
都
市
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い

を
目
的
に
平
成
13
年
に
設
立

さ
れ
、
平
成
17
年
よ
り
現
在

ま
で
続
く
団
体
の
主
な
活
動

で
あ
る
「
な
な
え
で
遊
ぼ

う
！
農
業
体
験
会
」
を
通
じ

て
、
農
業
・
農
村
へ
の
理
解

の
促
進
、
食
育
・
地
産
地
消

運
動
の
促
進
、
七
飯
町
農
業

の
Ｐ
Ｒ
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

◇�「
な
な
え
で
遊
ぼ
う
！
農
業
体
験
会
」に
関
し
て

　

多
種
多
様
な
収
穫
体
験
の
ほ
か
、
リ
ン
ゴ
の
木
を
レ

ン
タ
ル
し
花
摘
み
➡
実
す
ぐ
り
➡
袋
か
け
➡
袋
取
り
➡

収
穫
、
借
り
上
げ
た
圃
場
で
農
業
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
、
と
う
も
ろ
こ
し
・
か
ぼ
ち
ゃ
の
播
種
か

ら
収
穫
な
ど
、
5
月
末
か
ら
10
月
ま
で
の
土
曜
や
祝
日

に
全
8
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
農
業
体
験
会
を
実
施
し
ま
す
！
詳
細
は
町
Ｈ

Ｐ
に
4
月
末
頃
、
掲
載
予
定
で
す
の
で
お
楽
し
み
に
！

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
な
な
え
事
務
局

　
（
経
済
部 

農
林
水
産
課 
農
水
振
興
係
）
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春の大沼湖畔をチームで走ろう！！第６４回
大沼湖畔駅伝競走大会
町制施行６０年記念

「
わ
が
村
は
美
し
く

－
北
海
道
」運
動

第
８
回
コ
ン
ク
ー
ル　

函
館
ブ
ロ
ッ
ク

『
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
な
な
え
』
奨
励
賞
受
賞
！

▶日　　時／４月２９日（土）昭和の日
　　　　　　　午前７時３０分～受　　付
　　　　　　　　　８時２０分～開 会 式
　　　　　　　　　９時３０分～競技開始

▶場　　所／大沼湖畔（スタート・ゴールは大沼公園内）
▶種　　別／Ａ　11.0㎞	 小学生男子・女子・混成
	 中学生男子・女子・混成
　　　　　　Ｂ　14.0㎞	 高校男子・女子・一般女子
	 40歳以上男子・女子
　　　　　　Ｃ　28.0㎞（２周）	 高校男子・一般男子（年齢不問）

▶料　　金／小学生　１チーム　３，０００円　　中学生　１チーム　４，０００円
　　　　　　高校生　１チーム　５，０００円　　一　般　１チーム　６，０００円
　　　　　　　※道南・函館地区高等学校の男女は無料

▶申込締切／４月１１日（火）当日消印有効
▶申込方法／スポーツセンターに設置してあります。申込用紙にて申し込みください。
▶主　　催／	大沼湖畔駅伝競走大会実行委員会（七飯町・七飯町教育委員会・七飯大沼国際観光コンベンション

協会・北海道新聞社函館支社・道新スポーツ・道南陸上競技協会）
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